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1. はじめに 

国土の調査、環境監視事業等において、衛星データや各

種地理情報等の空間情報が統合利用されるようになって久

しい。これらの情報の管理・運用支援を目的として、筆者らは

インターネット環境下で稼働する国土調査情報提供・管理シ

ステム(LAS-INFO：The providing and management system for 
the national LAnd Survey INFOrmation)を構築した 1)。地理領

域・JOB 単位で空間情報を一元管理する上で一役を担って

いる。しかし、現地調査をとおして得られる観測情報（グランド

トルース情報）の所在やその内容等を参照するといった機能

については、今後の開発課題として残されていた。 

この点に着目した諸外国の研究開発を見ると、衛星データ

の処理・解析支援を目的として、現地調査情報の蓄積・管理

を担うデータベースシステムの開発等が挙げられるが、反射

分光特性や地質情報等といった単一の調査情報を扱うもの

である 2)。衛星データを含めた各種空間情報の処理・解析を

目的とした場合、多種多様な現地調査情報を管理・共有（イ

ンターネット環境下）するといった視点も必要と言えるが、意

外にも見逃されている点として指摘できる。 

以上の背景のもとに、本研究では国土情報の処理・解析

支援を目的として、インターネット環境下で稼動する現地調

査 情 報 提 供 ･ 管 理 シ ス テ ム （ LANSUR ： Providing and 
management system for LANd SURvey information）の設計・

開発に着手した。なお、LANSUR は前述した LAS-INFO の

拡張機能に位置付けられる。 

２. 研究開発の目的 

 本研究開発の目的は以下の３点である。 

①領域区分毎に取り扱う情報項目と情報区分を検討し、これ

らの情報をデータセットとして、提供・管理していくために

必要となる基本要件を検討・整理する。 

②データセット構造、機能構成、運用体制等のシステムの基

本設計を取りまとめ、データセットマネージメントシステム

（DSMS：Data Set Management System）を構築する。 

③システム供用中に派生する新たな要求事項、問題等を収

集・整理する。改善すべき点を整理し、システムの改良と

拡張に反映させるとともに、拡張性・継続性のあるシステム

を実現する。 

 

３．本研究開発の内容 

（１）データセット構造の検討 

ａ）領域区分：現地調査情報が所属する領域を「陸域と

水域」に大別した。さらに、陸域を「平地、山地」、水域を「河

川、湖沼、海洋」に区分した。データセットの骨格として画面

内設計に反映される特色となる。 

ｂ）データセット構成区分：領域区分にしたがって情報

を整理する枠組みとして、「グランドトルース情報、主題図情

報、関連情報、共通情報」といった４種類の情報項目が対応

する。グランドトルース情報は、今回新たに追加検討した情

報項目であり、衛星データ等の国土情報の処理・解析精度

の向上と解析結果の検証のために実施される現地調査情報

である。例えば、陸域の反射分光特性、土壌水分量、Ｎ値、

水域の BOD や COD 等が該当する。本研究では、この情報

整理の枠組みを「データセット構成区分」と呼ぶ。データセッ

ト構成区分にしたがって情報を分類・整理するとともに、デー

タセットの諸元情報を介してデータセット化する。領域区分毎

に取り扱う情報を整理した結果を表－１に示す。 

（２）DSMS の構築 

領域区分毎にデータセットの整備･管理について詳細に

検討し、DSMS を構築した。DSMS は本システムの特徴であ

るデータセット単位の情報の管理･運用を円滑に進めることを

目的に開発した管理機能である。データセット諸元情報の管

理、各種情報のデータセット化やリンク処理、また、Web サイ

トへのアップロードを補助する一連の機能を担うソフトウェア

群から構成されている。本研究で検討した DSMS の設計指

針に従えば、他の領域の情報管理にも容易に拡張できる。 

（３）検索要求への対応 

LANSURでは、情報検索の効率化を目的とし、「地理領域

単位別検索」、「主題図別検索」、「現地調査情報項目別検

索」といった３つの検索ルートを設定した。検索ルート選択画

面を図－１に示す。 

①地理領域単位別検索：検索の要求が「特定の地域」に

重点がおかれている場合にこの検索ルートを使用する。例え

ば「東京都瑞穂町の再開発が実施されるが、現在どのような

データが蓄積されているのだろうか」といった検索要求等で

ある。この場合、検索ルート選択画面で「平地」に対応する地

理領域単位別検索から情報を検索する。（図－１①） 

②主題図別検索：検索の要求が「特定の主題図」に重

点がおかれている場合にこの検索ルートを使用する。例え

ば「衛星データを用いた斜面崩壊危険箇所評価はどのよ

うなものがあるだろうか」といった検索要求等である。この
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場合、検索ルート選択画面で「山地」に対応する主題図別検

索を選択し（図－１②）、斜面崩壊危険箇所評価図から検索

する。 

③現地調査情報項目別検索：検索の要求が「特定の現地

調査情報項目」に重点がおかれている場合にこの検索ルー

トを使用する。例えば「沿岸域の侵食状況はどのようになって

いるのだろうか」といった検索要求等である。この場合、検索

ルートの選択画面で「海洋」に対応する現地調査情報項目

別検索を選択し（図－１③）、現地撮影データ(動画)から検索

する。現地調査情報を扱う情報提供システムでは、この３つ

の検索ルートで全ての検索要求に対応することができる。リ

ンク関係を工夫することによって、検索要求の文脈に対応で

きる情報検索を可能にした。近年、注目を集めているセマン

ティック Web システムの一事例となる。 

 ４．まとめ  

本研究開発の内容は以下の３点にまとめられる。 

①衛星データや各種地理情報の統合処理・解析において不

可欠となる現地調査情報（グランドトルース情報）の提供・

管理問題が意外にも見逃されていることを指摘した上で、

インターネット環境下で稼働する現地調査情報提供・管理

システムを設計・開発した。 

②「グランドトルース情報、主題図情報、関連情報、共通情

報」といった４つの情報区分を設定した上で、データセット

構造について検討するとともに地理領域単位での情報の

一元管理を実現した。 

③さらに、現地調査情報を検索する際の要求を文脈化して

分析し、この分析結果を画面遷移設計と画面内設計に反

映させた。技術系の情報提供・管理支援を目的としたセマ

ンティック Web システムの構築事例としても寄与できるもの

と考えている。 

今後は、想定外の検索要求があるか否かについてさらに

検討を進めるとともに、現地調査情報項目に対するデータセ

ットの継続的蓄積と管理・運用が課題となる。 
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 表－１ 現地調査情報を管理する上での領域区分と情報項目の整理 
 

画像情報 数値文字情報 画像情報 数値文字情報

平
地

・現地撮影データ
　　静止画
　　動画
・地表面温度
・液状化
　トレーニングデータ
・積雪量分布     等

・反射分光特性
・土壌水分量
・Ｎ値         　　　等

・土地被覆分類図
・植生指標図
・地熱温度分布図
・地形分類図
・表層地質図
・土壌図
・水系・谷密度図
・土地利用現況図
・地質構造図
・液状化危険箇所評価図
・積雪量分布図　　　　　　等

・調査報告書
・リンク情報
　　（関連機関）
・液状化関連資料
・土質調査資料　　等

山
地

・現地撮影データ
　　静止画
　　動画
・地表面温度
・斜面崩壊
　トレーニングデータ   等

・土質構造
・反射分光特性
・表層地質
・土壌水分量
・Ｎ値
・高度    　　　　　等

・土地被覆分類図
・植生指標図
・地表面温度分布図
・地形分類図
・表層地質図
・土壌図
・水系･谷密度図
・土地利用現況図
・斜面崩壊危険箇所評価図
・地質構造図　　　　　　　　等

・調査報告書
・リンク情報
　　（関連機関）
・斜面崩壊関連資料
・土質調査資料　　等

河
川

・反射分光特性
・流向、流速
・透明度
・濁度
・BOD、COD　　　　　等

・土地被覆分類図
・河川流域パターン図
・表面水温分布図
・水質分布図
・土地利用状況図　　　等

・調査報告書
・リンク情報
　　（関連機関）
・水質調査資料
・流域概要資料　　等

湖
沼

・反射分光特性
・流向、流速
・透明度
・濁度
・BOD、COD
・クロロフィル　　　　等

・土地被覆分類図
・表面水温分布図
・垂直方向水温分布図
・水質分布図
・フォールスカラー画像　　等

・調査報告書
・リンク情報
　　（関連機関）
・水質調査資料　　等

海
洋

・反射分光特性
・透明度
・波高、波測
・波の周期、波向　　等

・土地被覆分類図
・海域流況パターン図
・表面水温分布図
・水質分布図
・水際線の抽出
・赤潮・青潮分布図
・波向き図　　　　　　　　等

・調査報告書
・リンク情報
　　（関連機関）
・海流状況　　　　　等

・衛星画像データ
　光学センサ
　マイクロ波
・地形図
・数値地形モデル
・航空写真　　　等

・衛星データ諸元情報
　センサ名
　地上分解能
　観測日時
　画像サイズ
・現地調査機材諸元
　カメラ諸元
　ビデオ諸元
　温度計諸元　　　　等

・現地撮影データ
　　静止画
　　動画
・表面水温     等

共通情報

陸
域

水
域

グランドトルース情報
関連情報主題図情報

 
図－１ 検索ルート選択画面 
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